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慶鹿義塾大学医学部の共同動物失政施設

下 田 耕 治

慶磨義塾大学医学部

はじめに

慶磨義塾大学医学部は東京の山手線の内側に位

置していますが､かえって地価が高く敷地を広げ

ることができず､また､周りが住宅地であるため

建物の高層化ができません｡都内の一等地という

立地条件を維持しつつ教育 ･研究環境を向上させ

るために､私どもは ｢スクラップ andビルド｣

という標語のもとに､古くなった建物を取り壊し

空いたスペースに新しいビルを建てるという方針

を執っております｡昨年完成した総合医科学研究

棟も古い木造の建物と運動場を取り壊した跡地に

建てられました｡

総合医科学研究棟 (図 1)は延べ床面積 24,400

m-で､そのうち約 7,OOOm2はコア部門として既存
の教室 (解剖学､医化学､生理学､薬理学､分子

生物学､先端医科学.法医学など)が入居し､約

6,000mtはリサーチパークとして利用されます｡

リサーチパークは 100-200m'の研究スペースを

一定期間 (3年または 5年)個々の研究グルー

プに提供します.研究グループは医学部専任教

員を一人以上含めば自由に組織することが可能

で､他の大学や研究機関､企業の研究者が参加

できます｡評価委員会が提出された研究プロジ

ェクトを審査し､リサーチパークの理念に適っ

た内容の研究であると判断された場合､研究ス

ペースが提供されます｡各研究プロジェクトは

政府からの補助金や製薬企業の委託研究費など

資金が確約されているものです｡リサーチパー

クは文部省学術フロンティア事業の理念に基づ

き､医学部や病院に蓄積された病気やヒトに関

する貴重なデータを最大限に活用し､既存の枠

に囚われない有意義な研究を行い､その成果を

社会に還元してい<ために設立されました｡同

時に停滞しがちな研究組織を活性化し､不足し

がちな研究資金を広く社会から導入しようとい

うものです｡研究スペースを使用するにあたり

利用料金を徴収しますが,金額は医学部に隣接

図1 総合医科学研究棟の完成予想図
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図2 共同動物実験施設 リ†リア区域 (地下 1階)のレイアウト

するオフィスビルの賃貸料を参考にその半額程度

に抑えてあります｡ただし､資金に余裕のある民

間企業がグループに入る場合は研究費総額に応じ

た賛助金を別に徴収するなど､弾力的に運用され

ます｡リサーチパークからの収入で総合医科学研

究棟を運営し,医学部 ･病院にかかる新たな負担

を最小にしようと目論んでおります｡

共同動物実境施設

新しい共同動物実験施設は総合医科学研究セン

ター内に設けられ､地下 1階にバリア区域 (図 2)､

地下 2階にクリーン区域､地上 4階に動物手術室

が新設されます｡これに既存のイヌ舎を加えて､

総面積は約 2,200mZになります｡この面積は他の

私立大学と比べて広い方ではありませんし､国公

立大学に比べると半分以下の広さであります｡こ

れだけでは動物実験のスペースとして十分ではあ

りませんが､当医学部では ｢centralizationと

decentralization｣を組み合わせた柔軟なシステ

ムを採用し､医学部全体の動物実験を管理してお

ります｡中央施設である共同動物実験施設だけで

学部内のすべての要求を満たすことは事実上不可

能であり､かつ非効率であるため､個々の研究室

が独自に動物実験室や飼育室を設けても差し支え

ないというものです｡料金システムも各研究室が

独自に飼育する場合と共同動物実験施設を利用

する場合とで不公平が生じないように､受益者

負担のルールを厳密に適用します｡飼育器材や

消耗品のみならず､飼育委託費や飼育設備の減

価償却費を含めた維持管理費を計算し､これを

基に利用料金を算出します｡現在予定している

SPF動物の飼育料金は､マウスは 1ケージ､ラ

ットは 1匹あたり､120円/1日です｡

共同動物実験施設のレイアウトを作成すると

き一番頭を悩ませたことは､利用者に利用しや

すく感染の拡大を如何に防ぐかという問題です｡

従来 SPF動物飼育区域は実験者､飼育者および

飼育器材はすべて一方向に移動し､清浄廊下側

から動物室を通って汚染廊下側へ抜けるという

動線が一般的でした｡私たちも初めは一方向の

飼育システムを執ろうと考えておりましたが､

実験動物中央研究所などのアドバイスにより､

使用目的に応 じた複数の区域に分割し､それぞ

れを独立に管理する方が感染の拡大防止に都合

が良いという結論に達しました｡さらに､バイ

オバブル (図 3)という新しい飼育システムを

採り入れることで､大きな動物飼育室を細分化

し､それぞれを独立したバリア空間とすること

により､多様なニーズが混在する医学部の動物

実験に対応していこうと考えております｡また､

通常の動物施設ではオールフレッシュの換気方

式が一般的でありますが､当施設ではエネルギ
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図3 バイオバブル

-節約のために 70-80%の空気を再循環するこ

とができ､脱臭および加湿が可能な露点浴方式の

空調システムを採用しました｡

共同動物実験施設のバリア区域は図2のような

レイアウトになっております｡バリア区域での飼

育動物はラットとマウスです｡バリア l以外は陽

圧で､漉過された空気が供給されます｡左上のバ

リア 1はいわゆる感染性微生物を用いた動物実験

も可能なエリアで､陰圧､密閉空間でエアーロッ

ク式の扉を使用しております｡飼育器材は搬入 ･

搬出ともに両扉のオー トクレーブを通して滅菌さ

れ､微生物の外部への拡散を阻止します｡この区

域だけは床敷交換と給水は実験者が行います｡こ

れは感染性微生物を使用しているために､その微

生物の特徴を熟知している研究者自身が直接動物

に触る方が､私たち動物飼育者が触るよりも安全

であると思われるからです｡バリア2は遺伝子操

作動物を飼育実験する区域です｡ノックアウトマ

ウスや トランスジェニックマウスの飼育増に対応

するため設けられた区域で､収容ケージ数を増や

すため前後 2段にマウスケージを置くことができ
る奥行きの深い構造の飼育ラックを使用します｡

バリア3は従来型のSPF動物飼育実験区域です｡
ここでも奥行きの深い構造の飼育ラックを使用し

ます｡バリア4は3つの大きな部屋から成ってお

ります.部屋のなかには大小のバイオバブル (図

3)が置かれ､その中には普通の飼育棚が置かれ

ます｡バイオバブルは大きなビニールアイソレー

ターの一種と考えることができます｡ビロと呼ば

れる天井部分にプロアーからヘパフィルターを通

った空気が供給され､ピロの下面に開いた多数の

小さな穴から空気がバブルの中に噴出し､床面の

隙間を通って外部に流れ出ます｡浮遊する塵攻は

他のケージに入る前に気流によって床や外部に吹

き飛ばされるということです｡また､フロアーを

逆向きに接続すれば陰圧バブルとしても使用可能

で､感染した動物を封じ込めることができます｡

様々な大きさのバブルを作ることが可能で､研

究規模に応じた大きさのバブルを選択すること

がで きます｡ このバイオバ ブルは米国の

bioBubble,Inc.が開発したもので､わが国で
は慶磨義塾大学医学部に初めて導入されます｡

地下2階にはクリーン動物飼育室が設けられ
ます｡特に､バリア区域としての構造をしてお

りませんが､クリーン動物区域としてウサギ､

ネコ､モルモットや､動物施設から搬出再搬入

を予定しているマウス ･ラットの飼育場所とし

て利用します｡その他､地下 l階のバリア区域

外にアイソレーター室を設け､動物の検疫や汚

染動物のクリーン化を独自に行おうと考えてお

ります｡地上4階に設けられる動物手術室はイ

ヌやブタなど比較的大きな動物の手術のために

使われ､通常の手術室のはかX線シールド)L-

ム､電磁ソールドルームおよび回復室が設置さ
れます｡予算の都合でまだ最低限の備品しか備

わっておりませんが､スペースを確保しておく

ことで将来の発展に対応して行けるものと考え

ております｡

東京都心に位置し､スペースおよび予算がと

もに限られるという悪条件のもとで､いかに効

率の良い動物実験施設を整備するかということ

は大きな問題であります｡これを解決するには

今回の慶磨義塾大学医学部の新しい共同動物実

験施設はまだまだ不十分であると言わざるを得

ません｡今回採用したバイオバブルも当初はど

のようなものか想像できず､導入に疑問が出さ

れましたが､実物を見学することによりその有

用性が確認されました｡このシステムは構造的

には単純ですが､新しい発想の機能的な実験動

物飼育システムであり､将来は多くの施設で採

用されるであろうと思われます｡




